
1

居 

来 

提
・
色 

依 

提

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
所
得
格
差

　

改
革
開
放
以
来
、
新
疆
に
居
住
す
る
一
般
市
民
の

所
得
が
大
幅
に
増
加
し
、
人
々
は
改
革
開
放
の
恩
恵

を
受
け
る
と
同
時
に
所
得
構
造
も
劇
的
に
変
化
し
た
。

住
民
の
所
得
格
差
、
特
に
都
市
と
農
村
間
、
地
方

間
、
業
界
の
間
で
の
所
得
格
差
は
急
激
に
拡
大
し
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
新
疆
地
区
の

所
得
格
差
を
縮
小
さ
せ
、
貧
困
を
削
減
し
調
和
の
と

れ
た
新
疆
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
い
て

社
会
の
安
定
、
経
済
の
持
続
的
な
発
展
と
「
和
諧
社

会
」
を
作
る
上
で
重
要
な
意
味
と
現
実
的
な
価
値
を

も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

都
市
部
と
農
村
部
の
所
得
格
差

　

新
疆
農
民
の
所
得
は
前
世
紀
八
十
年
代
～
九
十
年

代
初
期
、
ほ
ぼ
全
国
の
平
均
的
水
準
と
同
じ
で
あ
っ

た
。一
九
九
二
年
の
所
得
格
差
は
四
十
四
元
だ
っ
た
が
、

一
九
九
三
年
の
格
差
は
二
四
四
元
ま
で
拡
大
し
た
。
そ

れ
以
後
、
所
得
格
差
は
年
々
年
拡
大
し
て
い
る 

。

農
村
住
民
の
二
〇
一
〇
年
の
一
人
当
た
り
純
収
入

は
四
、五
〇
〇
元
で
、
全
国
平
均
五
、九
一
九
元
よ

り
一
、四
一
九
元
少
な
く
、
全
国
平
均
水
準
の
約

七
十
六
％
に
相
当
す
る
。

　

一
九
八
〇
―
二
〇
一
〇
年
の
間
の
全
国
の
都
市

部
住
民
の
平
均
可
処
分
所
得
は
四
三
九
元
か
ら

一
九
、一
〇
九
元
に
増
加
し
、
四
三
・
七
九
倍
と
な
っ

た
。
同
じ
く
新
疆
の
都
市
部
住
民
の
可
処
分
所
得

は
四
二
七
元
か
ら
一
三
、五
〇
〇
元
ま
で
増
加
し
、

三
一
・
六
倍
と
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
の
新
疆
都
市
部

住
民
の
年
間
可
処
分
所
得
は
一
三
、五
〇
〇
元
で
、
全

国
平
均
一
九
、一
〇
九
元
よ
り
五
、六
〇
九
元
少
な
く
、

全
国
平
均
水
準
の
約
七
〇
・
六
％
相
当
す
る
。

　

改
革
開
放
後
、
新
疆
の
ジ
ニ
係
数
に
反
映
さ
れ
た

所
得
格
差
は
、
総
合
的
に
言
え
ば
上
昇
傾
向
に
あ
る

も
の
、
一
部
の
地
区
と
一
部
の
人
は
豊
か
に
な
っ
て

き
た
。
そ
の
一
方
で
、
二
〇
〇
六
年
末
の
一
〇
〇
万

人
を
超
え
る
農
村
人
口
が
貧
困
か
ら
脱
却
し
て
い

な
い
。
あ
る
統
計
に
よ
れ
ば
、
新
疆
の
ジ
ニ
係
数
は

一
九
九
〇
年
に
〇
・
二
七
四
で
、
二
〇
〇
三
年
に
は

す
で
に
〇
・
四
〇
二
ま
で
に
達
し
、
二
〇
一
〇
年
も

警
戒
線
の
〇
・
四
を
上
回
っ
て
い
る 

。

拡
大
す
る
新
疆
都
市
と
農
村
の
所
得
格
差

　

新
疆
内
の
都
市
部
住
民
と
農
村
住
民
の
所
得
格

差
は
、
一
九
七
八
年
の
二
〇
〇
元
か
ら
、
二
〇
一
〇

年
に
は
九
、〇
〇
〇
元
に
拡
大
し
た
。（
表
１
参
照
）

地
区
間
と
業
界
間
の
所
得
格
差
の
拡
大

　

新
疆
の
地
区
別
の
農
村
住
民
家
庭
の
一
人
当
た

り
総
収
入
と
純
収
入
は
、
昌
吉
州
の
農
村
家
庭
の

総
収
入
が
一
四
、九
九
三
元
で
全
新
疆
で
も
っ
と

も
高
く
、
和
田
地
区
の
農
村
家
庭
の
総
収
入
は
三
、

三
七
五
元
で
も
っ
と
低
く
、
総
収
入
の
最
低
値
と
最

高
値
の
差
は
約
四
・
五
倍
で
あ
る
。（
表
２
参
照
）

　

各
業
界
の
所
得
格
差
は
更
に
拡
大
し
た
。
金
融
、

電
気
通
信
、
電
力
な
ど
の
独
占
性
業
界
の
従
業
員
の
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収
入
の
増
加
は
比
較
的
速
く
、
農
林
牧
業
、
漁
業
、

地
質
、
水
利
及
び
社
会
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
築
業
の
従

業
員
の
収
入
の
伸
び
幅
は
よ
り
少
な
い
。
二
〇
一
〇

年
の
主
要
十
九
業
界
の
中
で
、
平
均
賃
金
レ
ベ
ル
の

上
位
は
情
報
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
界
、
金
融
業
、
交
通
運
輸
、
郵
政
業
と
採

鉱
業
、
倉
庫
業
で
あ
る
。
農
林
牧
業
、
漁
業
、
ホ
テ

ル
業
、
飲
食
業
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
他
の
サ
ー

ビ
ス
業
の
平
均
賃
金
レ
ベ
ル
は
相
対
的
に
低
い
。

新
疆
お
け
る
所
得
格
差
の
原
因

１）
地
理
的
条
件

天
山
山
脈
を
境
に
北
新
疆
の
経
済
地
帯
は
優
位
に

あ
る
。
第
一
に
、
自
然
的
条
件
は
良
く
、
降
水
率
は

多
く
、
水
資
源
は
比
較
的
に
豊
富
で
、
利
用
率
も
高

い
。
第
二
に
、
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
イ
ン
フ
ラ
は

比
較
的
充
実
し
て
お
り
、
早
い
段
階
で
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
情
報
伝
送
ル
ー
ト
に
な
っ
た
。
第
三
に
、

都
市
化
レ
ベ
ル
は
比
較
的
高
い
。
都
市
の
密
度
は
大

き
く
、
経
済
セ
ン
タ
ー
を
形
成
し
、
都
市
化
の
効
果

を
享
受
し
て
い
る
。

　

一
方
、
南
新
疆
は
生
態
環
境
が
比
較
的
に
弱
い
た

め
、
自
然
環
境
は
非
常
に
悪
く
、
水
が
不
足
し
干
ば

つ
が
多
い
。
降
雨
量
は
少
な
く
、蒸
発
量
は
大
き
く
、

水
資
源
利
用
率
は
と
て
も
低
い
、
こ
れ
に
加
え
て
、

イ
ン
フ
ラ
建
設
は
相
対
的
に
停
滞
状
態
に
あ
る
た

め
、
中
心
経
済
地
区
か
ら
遠
く
離
れ
、
大
中
都
市
の

拠
り
所
に
不
足
し
、
辺
境
の
地
理
的
位
置
に
お
か

れ
、
市
場
経
済
の
発
達
が
十
分
で
な
い
。
地
理
的
条

件
に
よ
る
経
済
の
停
滞
は
、
必
然
に
地
区
間
の
所
得

格
差
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

２）
投
資
要
素

　

固
定
資
産
投
資
の
地
域
分
配
は
北
新
疆
地
区
に
集

中
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
、
基
本
建
設
資
金
は
絶
え

ず
北
へ
移
動
し
、
地
区
の
経
済
実
力
を
強
化
し
た
。

現
在
、
新
疆
は
資
金
不
足
の
状
況
に
あ
り
、
外
資
を

引
き
つ
け
る
能
力
が
強
け
れ
ば
地
区
経
済
の
発
展
は

速
く
な
る
。
北
新
疆
は
地
理
的
条
件
と
人
材
的
要
因

に
よ
っ
て
、
外
資
を
誘
致
す
る
上
で
優
位
に
あ
る
。

３）
地
域
の
開
放
度

　

北
新
疆
地
域
は
有
利
な
地
理
的
位
置
、
整
備
が
進

む
産
業
基
盤
、
地
域
に
賦
在
す
る
資
源
、
政
策
の
優

位
と
人
材
の
優
位
性
、
対
外
開
放
度
を
利
用
し
て
輸

出
入
貿
易
は
迅
速
に
発
展
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年

の
輸
出
入
総
量
で
、
北
新
疆
、
南
新
疆
は
そ
れ
ぞ
れ

八
三
・
九
％
、
一
六
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

南
新
疆
地
域
の
基
礎
は
比
較
的
に
脆
弱
で
、
資

金
、
技
術
、
人
材
な
ど
の
生
産
要
素
の
不
足
が
深
刻

で
あ
る
。
豊
富
な
資
源
と
対
外
経
済
の
優
位
的
な
位

置
は
、
ま
だ
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

４）
都
市
化
水
準

　

北
新
疆
地
域
の
都
市
分
布
は
比
較
的
密
集
し
、

都
市
の
数
も
全
新
疆
都
市
の
約
六
三
・
三
％
を
占
め

る
。
大
、
中
、
小
都
市
が
形
成
さ
れ
、
都
市
人
口

は
全
新
疆
都
市
の
総
人
口
の
約
六
十
五
％
を
占
め
、

都
市
の
経
済
発
展
を
大
き
く
先
導
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
南
新
疆
の
都
市
化
は
大
き

く
遅
れ
、
都
市
の
数
も
全
新
疆
都
市
の
数
の

二
十
六
・
七
％
、
都
市
人
口
は
二
十
五
％
と
い
っ
た

状
況
で
あ
る
。
都
市
体
系
が
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
地
区
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
中
心
都
市
が

不
足
し
て
い
る
。
都
市
の
経
済
的
効
果
は
き
わ
め
て

低
く
、
南
新
疆
の
工
業
生
産
総
額
は
全
都
市
生
産
総

額
の
わ
ず
か
十
七
・
三
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

５）
人
口
素
質

　

経
済
発
展
速
度
の
差
は
、
本
質
的
に
思
想
の
違

い
の
物
的
形
態
の
表
れ
で
あ
る
。
新
疆
は
多
民
族

が
住
む
地
域
で
、
農
・
畜
産
業
人
口
、
貧
困
人
口
、

1980

1985

1990

1995

2000

2005

2010

201

394

684

1,137

1,618

2,482

4,500

191

398

686

1,578

2,253

3,255

5,919

427

735

1,314

4,163

5,645

7,990

13,500

439

685

1,387

4,283

6,280

10,493

19,109

-10

-4

-2

-441

-635

-773

-1,419

-12

52

-73

-120

-635

-2,503

-5,609

7,269

3,571

3,883

総収入

可処分
所得

年間１人
当たり
純収入

　　目 自治区 昌吉州
伊犁州直

属　（市）

塔城

地区

阿勒泰

地区

巴音郭

楞蒙古

自治州

阿克　

地区

喀什

地区

和田

地区

14,993

4,513

4,510

7,246

4,373

4,510

12,589

4,725

4,984

6,008

4,233

4,340

10,969

6,437

6,784

7,167

4,407

4,531

2,816

1,830

1,872

3,375

2,228

2,318

新 疆

年 組

全国平均 新 疆 全国平均 農村住民 都市住民

農村人口 1人当たり
純収入

都市人口 1人当たり
可処分所得

所得格差
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非
識
字
ま
た
は
半
識
字
人
口
が
多
い
。
人
々
の
素
質

は
異
な
り
、
社
会
経
済
の
発
展
に
向
け
て
大
き
な
制

約
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
「
第
五
次
全
国
国
勢
調
査
」
の
結

果
に
よ
れ
ば
、
全
新
疆
の
十
五
歳
以
上
の
非
識
字
・

半
識
字
人
口
は
約
一
〇
四
万
人
で
、
十
五
歳
以
上

人
口
の
約
七
・
七
％
を
占
め
る
。
そ
の
中
で
、
北
新

疆
は 

約
六
・
五
％
、
東
新
疆
は
約
六
・
九
％
、
南
新

疆
は
約
九
・
二
％
で
あ
る
。
南
新
疆
の
カ
シ
ュ
ガ
ル

地
区
と
和
田
地
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
九
・
六
％
と
約

十
二
・
三
％
で
あ
る
。

　

農
民
・
牧
畜
民
の
教
養
レ
ベ
ル
は
低
く
、
新
し
い
実

用
的
な
技
術
と
方
法
を
受
け
入
れ
に
く
く
、
市
場
意
識

は
比
較
的
薄
く
、
新
品
種
、
新
技
術
を
実
用
し
市
場
を

開
拓
す
る
能
力
に
不
足
し
て
い
る
。
現
在
、
全
新
疆
で

貧
困
か
ら
脱
却
し
て
い
な
い
約
一
〇
〇
万
人
の
貧
困
人

口
の
九
十
五
％
は
南
新
疆
に
住
ん
で
い
る
。

所
得
格
差
を
縮
小
す
る
政
策

１）
西
部
大
開
発

　

中
国
西
部
地
区
の
経
済
成
長
が
東
部
地
域
よ
り

早
く
な
れ
ば
、
西
部
地
区
と
東
部
地
域
の
所
得
格
差

を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
の
地
域
発
展
の

差
と
所
得
格
差
の
大
き
さ
は
一
種
の
特
殊
な
国
情

で
あ
る
。
国
は
西
部
地
区
に
対
す
る
投
資
を
増
や
し

イ
ン
フ
ラ
建
設
を
強
化
し
、
投
資
家
が
西
部
に
投

資
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
東
部
の
資
金
、
技
術
、
人

材
を
西
部
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
促
進
し
て
い
る
。

色
々
な
方
法
で
西
部
地
区
の
経
済
実
力
を
強
め
て
、

西
部
地
区
の
経
済
発
展
を
加
速
し
、
西
部
の
住
民
の

収
入
の
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２）
国
務
院
三
十
二
号
の
発
令

　

国
務
院
が
二
〇
〇
七
年
に
出
し
た
三
十
二
号
発

令
で
は
、
明
確
に
「
南
新
疆
の
三
つ
の
地
州
は
新
疆

工
作
の
重
点
、
国
家
支
持
の
重
点
、
新
疆
援
助
工
作

の
重
点
、
貧
困
扶
助
の
工
作
の
重
点
で
、
中
央
か
ら

地
方
ま
で
注
視
し
、
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
南
北
新
疆
の
経
済
協
力
発
展
を

促
進
す
る
こ
と
は
、
新
疆
社
会
の
安
定
、
調
和
の
と

れ
た
新
疆
を
建
設
す
る
上
で
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
第
一
に
、
南
新
疆
へ
の
資
金
投
入
を
拡
大

し
、
イ
ン
フ
ラ
を
改
善
し
、
南
新
疆
経
済
の
速
い
発
展

の
た
め
の
条
件
を
整
え
る
。
第
二
に
、
南
新
疆
の
都
市

化
を
促
進
し
、
都
市
の
労
働
力
受
け
入
れ
能
力
を
高
め
、

就
職
を
拡
大
す
る
。
第
三
に
、
南
新
疆
の
教
育
事
業
を

更
に
重
視
し
て
、
南
新
疆
人
民
の
総
合
的
な
資
質
を
高

め
、
後
れ
て
い
る
思
想
を
更
に
変
え
て
、
農
村
の
予
備

労
働
力
の
移
転
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

３）
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
改
善

　

健
全
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
影
響
し
、
更
に

貧
困
層
の
正
常
な
生
活
に
も
影
響
す
る
。
そ
の
た

め
、
貧
富
格
差
問
題
を
縮
小
す
る
上
で
、
社
会
保
障

制
度
の
問
題
を
考
慮
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

健
全
な
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
は
和
諧
社
会
を
作
る

上
で
重
要
な
土
台
で
あ
る
。
全
新
疆
を
カ
バ
ー
で
き

る
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
は
、
調

和
が
と
れ
た
住
民
社
会
を
作
る
上
で
最
も
基
本
的
な

条
件
で
あ
る
。社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
政
府
、

社
会
が
弱
者
層
に
対
し
て
最
低
の
生
活
保
障
す
る
一

つ
の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
社
会
保
障
シ
ス

テ
ム
作
り
上
げ
、
改
善
し
、
人
民
の
基
本
的
な
権
利

と
生
活
の
基
本
を
守
り
、
安
心
し
、
安
ら
か
に
暮
ら

し
、楽
し
く
働
く
社
会
環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

　

農
村
の
貧
困
人
口
問
題
を
重
視
し
て
「
新
農
村
」

の
医
療
協
力
・
改
革
実
験
を
引
き
続
き
進
め
、
農
村

の
最
低
限
の
生
活
保
障
の
普
及
が
必
要
で
あ
る
。

４）
農
民
の
収
入
増
加

　
「
和
諧
社
会
」
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
重
点
は
農

村
で
あ
り
、
最
大
の
難
点
も
農
村
で
あ
る
。“
三
農
”

の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
「
和
諧
社
会
」
建
設
の

重
要
な
任
務
と
し
、
確
実
に
農
民
の
利
益
を
保
護

し
、
都
市
と
農
村
発
展
の
足
並
み
を
揃
え
、
加
速
す

る
。
工
業
化
、
都
市
化
と
農
業
産
業
化
を
進
め
、
農

民
を
豊
か
に
し
、
都
市
化
に
よ
っ
て
農
業
人
口
を
減

ら
し
て
、
産
業
化
に
頼
っ
て
農
業
の
収
益
を
高
め
、

徹
底
的
に
都
市
と
農
村
の
二
重
経
済
の
構
造
を
打

ち
破
っ
て
、
平
等
な
競
争
の
社
会
環
境
を
建
設
し
、

都
市
と
農
村
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
縮
小
さ
せ
る
。
こ
の
た

め
に
、
都
市
化
を
進
め
る
べ
き
で
、
農
村
労
働
力
の

都
市
へ
の
移
転
に
よ
っ
て
で
、
根
本
的
に
農
民
収
入

の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

５）
調
和
が
と
れ
た
雇
用
構
造
の
創
出

　

雇
用
を
拡
大
す
る
こ
と
は
新
疆
住
民
の
所
得
格
差

を
縮
小
す
る
根
本
的
な
道
で
あ
る
。
現
代
社
会
で
、

仕
事
を
得
る
こ
と
は
生
計
を
立
て
る
必
要
な
手
段
だ

け
で
は
な
く
、人
々
が
社
会
に
参
与
す
る
重
要
な
ル
ー

ト
で
も
あ
る
。
経
済
発
展
を
堅
持
す
る
と
同
時
に
雇

用
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、人
を
中
心
と
す
る
「
和

諧
社
会
」
を
作
り
上
げ
る
上
で
重
要
な
任
務
で
あ
る
。

　

更
に
経
済
発
展
の
中
で
雇
用
を
拡
大
す
る
経
済

モ
デ
ル
を
確
立
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
雇

用
容
量
の
大
き
い
第
三
次
産
業
や
中
小
企
業
と
労

働
集
約
型
産
業
の
発
展
を
加
速
し
、
更
に
多
い
雇
用

の
場
を
形
成
す
る
。
ま
た
、
少
数
民
族
の
大
学
卒
業

者
の
雇
用
を
重
視
し
，
就
業
困
難
な
人
々
の
雇
用
問

題
を
解
決
し
、
更
に
農
村
か
ら
の
臨
時
就
労
者
の
合

法
的
権
益
を
守
っ
て
、
公
平
、
公
正
な
雇
用
環
境
を

作
り
上
げ
る
。

（
ジ
ュ
ラ
エ
テ
ィ
・
セ
イ
テ
ィ　

新
疆
財
経
大
学
准
教
授
）
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